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1　

は
じ
め
に

二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
八
月
に
改
正
さ
れ
た
労
働
契
約
法
（
以
下
、「
労
契
法
」
と
い
う
）
は
、
有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ
て

通
算
五
年
を
超
え
た
場
合
に
は
、
労
働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
（
以
下
、「
無
期
労
働
契
約
」
と
い
う
）
に
転

換
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
を
新
設
し
た
。（
労
契
法
第
一
八
条
（
（
（

）。
同
法
は
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
四
月
に
施
行
さ
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れ
た
ば
か
り
で
あ
り（（
（

、
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
労
働
者
か
ら
無
期
転
換
の
申
込
み
が
な
さ
れ
る
の
は
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
四

月
一
日
以
降
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
時
点
で
は
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
適
用
事
例
は
み
ら
れ
ず
、
法
改
正
の
必
要
性
は
検
証
さ
れ
て
い
な

い
（
（
（

。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
契
法
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
特
例
を
設
け
る
法
整
備
が
行
わ
れ
た
。

一
つ
は
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
一
二
月
五
日
に
成
立
し
た
「
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等
に
よ
る
研
究
開
発
能
力
の

強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
等
に
関
す
る
法
律
及
び
大
学
の
教
員
等
の
任
期
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平

成
二
五
年
一
二
月
一
三
日
法
律
第
九
九
号
。
以
下
、「
改
正
強
化
法
及
び
任
期
法
」
と
い
い
、前
者
を
「
改
正
強
化
法
」、後
者
を
「
改
正
任
期
法
」
と
い
う
）

で
あ
る
（
平
成
二
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
）。
こ
れ
に
よ
り
、
同
法
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の
研
究
者
や
技
術
者
等
に
つ
い
て
は
、
無
期
労
働

契
約
へ
の
転
換
要
件
と
な
る
五
年
の
通
算
期
間
が
一
〇
年
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
一
一
月
二
一
日
に
成
立
し
た
「
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者
等
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」（
平
成
二
六
年
一
一
月
二
八
日
法
律
第
一
三
七
号
。
以
下
、「
有
期
雇
用
特
措
法
」
と
い
う
）
で
あ
る
（
平
成
二
七
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
（
（
（

）。
同
法
は
、
高
度
な
専
門
的
知
識
な
ど
を
持
つ
有
期
雇
用
労
働
者
及
び
定
年
後
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
有
期
雇
用
労
働
者
が
そ
の
能

力
を
有
効
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
事
業
主
が
雇
用
管
理
に
関
す
る
特
別
の
措
置
を
行
う
場
合
に
、
労
契
法
の
「
無
期
転
換

ル
ー
ル
」
に
特
例
を
設
け
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

改
正
強
化
法
及
び
任
期
法
と
有
期
雇
用
特
措
法
は
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
例
の
対
象
を
拡
大
し
、
同
ル
ー
ル
の
空
洞
化
を
も
た
ら
す

お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
改
正
強
化
法
及
び
任
期
法
と
有
期
雇
用
特
措
法
に
よ
る
労
契
法
第
一
八
条
（
無
期
転
換
ル
ー
ル
）

の
特
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
法
律
を
検
討
す
る
際
に
、
立
法
の
背
景
及
び
経
緯
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で

は
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
細
に
紹
介
す
る
。
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労
契
法
第
一
八
条
の
「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
の
概
要（

（
（

労
契
法
第
一
八
条
の
特
例
措
置
を
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
は
、
同
条
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

労
契
法
は
、「
有
期
労
働
契
約
の
反
復
更
新
の
下
で
生
じ
る
雇
止
め
に
対
す
る
不
安
を
解
消
し
、
ま
た
、
期
間
の
定
め
が
あ
る
こ
と
に

よ
る
不
合
理
な
労
働
条
件
を
是
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
有
期
労
働
契
約
で
働
く
労
働
者
が
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
有
期
労
働
契
約
の
適
正
な
利
用
の
た
め
の
ル
ー
ル
を
整
備
す
る
」
と
い
う
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に（（
（

、
①
有
期
労
働
契

約
が
繰
り
返
し
反
復
更
新
さ
れ
て
五
年
を
超
え
た
と
き
は
、
有
期
契
約
労
働
者
の
申
込
み
に
よ
り
無
期
労
働
契
約
に
転
換
で
き
る
仕
組
み

（
同
法
第
一
八
条
）、
②
最
高
裁
判
例
で
確
立
し
た
「
雇
止
め
法
理
」
の
法
定
化
（
同
法
第
一
九
条
）、
③
期
間
の
定
め
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
不

合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止
規
定
（
同
法
第
二
〇
条
）
を
新
設
し
た
。
こ
の
う
ち
、「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
は
、
同
一
の
使
用
者
と
の
間
で
締

結
さ
れ
た
有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ
て
通
算
五
年
を
超
え
た
場
合
に
、
労
働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、
無
期
労
働
契
約
に
転
換
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
有
期
労
働
契
約
の
濫
用
的
な
利
用
を
抑
制
し
、
安
定
的
な
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
使
用
者
が
無
期
転
換
ル
ー
ル
を
回
避
す
る
た
め
に
、
五
年
を
超
え
る
直
前
に
有
期
契
約
労
働
者
を
雇
止
め
し
た
り
、
有
期
労

働
契
約
は
五
年
未
満
と
す
る
上
限
規
制
を
就
業
規
則
や
有
期
労
働
契
約
に
定
め
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
労
働
者
の
権
利
を

後
退
さ
せ
か
ね
な
い
と
危
惧
さ
れ
て
い
た（（
（

。
事
実
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
導
入
を
契
機
に
、
企
業
の
中
に
は
こ
れ
に
積
極
的
に
対
応
す
る

動
き
が
み
ら
れ
る
一
方
で（（
（

、
五
年
に
達
す
る
前
に
雇
用
を
打
ち
切
る
「
雇
止
め
」
や
無
期
転
換
権
の
行
使
を
放
棄
・
制
限
す
る
合
意（
例
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え
ば
「
不
更
新
条
項
」
や
契
約
更
新
の
上
限
設
定
な
ど
）
に
よ
っ
て
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
み
ら
れ
る
。

無
期
転
換
申
込
権
発
生
前
の
雇
止
め
に
つ
い
て
は
、
第
一
八
〇
回
国
会
の
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
（
平
成
二
四
年
七
月
三
一
日
）
に
お

け
る
厚
生
労
働
大
臣
答
弁
が
あ
る
。
こ
れ
よ
る
と
、
裁
判
例
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
、「
一
旦
労
働
者
が
雇
用
継
続
へ
の
合
理
的
な
期
待

を
抱
い
て
い
た
場
合
に
、
使
用
者
が
更
新
年
数
あ
る
い
は
更
新
回
数
の
上
限
な
ど
を
一
方
的
に
宣
言
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
者
の
雇
用

継
続
へ
の
合
理
的
な
期
待
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
こ
と
や
、「
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
更
新
上
限
に
達
し
た
場
合
で
も
、

他
の
労
働
者
の
更
新
の
状
況
な
ど
様
々
な
事
情
を
総
合
判
断
し
て
雇
止
め
の
可
否
が
決
せ
ら
れ
る
…
の
で
、
不
更
新
条
項
を
入
れ
さ
え
す

れ
ば
雇
止
め
法
理
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
と
い
っ
た
誤
解
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
従
来
の
判
例
法
理
が
変
更
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
」
こ
と
を
、
解
釈
通
達
な
ど
を
通
じ
て
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
無
期
転
換
を
回
避
す
る
た
め
に
契
約
更
新
回

数
の
上
限
を
設
定
し
た
り
、
不
更
新
条
項
を
入
れ
た
り
し
て
も
、
従
来
の
判
例
法
理
（
雇
止
め
法
理
）
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。

労
契
法
は
改
正
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
無
期
転
換
の
実
態
は
分
か
ら
な
い
。
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
「
高
年
齢
社
員
や
有
期
契
約

社
員
の
法
改
正
後
の
活
用
状
況
に
関
す
る
調
査
」
結
果
（
速
報
）（
平
成
二
五
年
一
一
月
一
二
日
公
表
）
に
よ
る
と
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
へ
の

対
応
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
有
期
を
雇
用
す
る
企
業
の
四
割
超
（
四
二
・
二
％
）
が
「
何
ら
か
の
形
で
無
期
契
約
に
し
て
い

く
」、
四
割
弱
（
三
八
・
六
％
）
が
「
対
応
方
針
は
未
定
・
分
か
ら
な
い
」、
一
・
五
割
（
一
四
・
七
％
）
が
「
通
算
五
年
を
超
え
な
い
よ
う
運

用
」
と
回
答
し
て
い
る
。
四
割
を
超
え
る
企
業
が
、「
無
期
契
約
に
す
る
」
と
回
答
し
て
い
る
点
だ
け
を
み
る
と
、「
安
定
的
な
無
期
労
働

契
約
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
」
と
い
う
「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
の
制
度
趣
旨
が
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
調
査
の
際
に
、「
無
期
転
換
し
な
い
」、
す
な
わ
ち
、「
我
が
社
は
無
期
転
換
ル
ー
ル
を
回
避
す
る
よ
う
に
対
応
し
ま
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す
」
と
回
答
す
る
こ
と
は
、
通
常
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
調
査
結
果
だ
け
で
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
制
度
趣
旨
が
理
解
さ
れ
て

い
る
と
判
断
す
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
は
、
無
期
転
換
を
避
け
る
た
め
に
、
有
期
の
講
師
（
非
常
勤
講
師
）
に
つ
い
て
五
年
を

超
え
て
再
任
し
な
い
と
い
う
就
業
規
則
を
設
け
た
大
学
も
あ
る
。
無
期
転
換
の
実
態
は
今
後
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

３　

改
正
強
化
法
及
び
任
期
法

（
1
）　

法
改
正
に
至
る
背
景

強
化
法
及
び
任
期
法
改
正
に
至
る
背
景
に
は
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
動
き
が
あ
っ
た
。

一
つ
は
、
労
契
法
を
改
正
し
て
無
期
転
換
ル
ー
ル
を
導
入
す
る
こ
と
に
対
す
る
研
究
者
か
ら
の
懸
念
の
声
で
あ
る
。
二
〇
一
二
（
平
成

二
四
）
年
三
月
一
六
日
に
労
働
政
策
審
議
会
が
労
契
法
の
改
正
案
要
綱
を
厚
生
労
働
大
臣
に
答
申
す
る
と
、研
究
者
へ
の
影
響
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
同
月
二
六
日
に
は
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
山
中
伸
弥
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所

所
長
が
当
時
の
厚
生
労
働
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
、
労
契
法
を
改
正
し
て
無
期
転
換
ル
ー
ル
を
導
入
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
表
明
し
た
。
大

学
で
の
研
究
は
交
付
金
な
ど
の
公
的
補
助
金
に
よ
る
期
間
限
定
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
く
、
例
え
ば
、
一
〇
年
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は

一
〇
年
間
研
究
者
を
雇
用
す
る
予
算
が
つ
く
。
し
か
し
、
無
期
転
換
を
避
け
る
た
め
に
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
上
限
で
あ
る
「
五
年
」
に

達
す
る
前
に
雇
止
め
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
が
難
し
く
な
る
と
い
う（（
（

。

同
年
四
月
一
九
日
に
は
「
科
学
技
術
政
策
担
当
大
臣
等
政
務
三
役
と
総
合
科
学
技
術
会
議
有
識
者
議
員
と
の
会
合
」
が
開
か
れ
、
国
立

大
学
法
人
東
京
大
学
、東
北
大
学
、近
畿
大
学
な
ど
関
係
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、無
期
転
換
ル
ー
ル
の
上
限
（
五
年
）
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前
の
雇
止
め
の
増
加
な
ど
望
ま
し
く
な
い
事
態
が
生
起
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、
研
究
開
発
の
現
場
で
無
用
な
不
安
や
混
乱
を
も
た

ら
す
こ
と
は
法
改
正
の
趣
旨
と
ず
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
労
契
法
の
改
正
に
よ
る
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
導
入
が
研
究
現
場
に
与
え
る
影
響

を
危
惧
す
る
声
が
あ
が
っ
た
。

同
年
五
月
に
総
合
科
学
技
術
会
議
は
「
労
働
契
約
法
の
改
正
案
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
、「
労
働
契
約
の
内
容
の
改
善
と
合
理
性
の
な

い
雇
止
め
の
防
止
」、「
研
究
補
助
者
の
雇
用
の
安
定
化
」、「
研
究
者
の
雇
用
管
理
の
在
り
方
の
見
直
し
」、「
研
究
者
の
雇
用
に
お
け
る
流

動
性
の
確
保
」
の
四
点
を
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
た
。
そ
の
際
、
無
期
転
換
し
た
労
働
者
を
合
理
的
な
理
由
に
基
づ
い
て
解
雇
す
る
こ

と
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
合
理
性
の
あ
る
解
雇
理
由
が
生
じ
た
場
合
に
、
そ
の
こ
と
が
客
観
的
に
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
旨
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
が
大
学
の
研
究
教
育
や
人
事
政
策
に
与
え
る
影
響
を
危
惧
す
る
声
で
あ
る
。
国
立
大
学
協
会
は
、
労

契
法
改
正
後
の
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
九
月
一
九
日
に
「
改
正
労
働
契
約
法
の
適
切
な
対
応
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て
（
要
望
）」
を
、

ま
た
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
九
月
二
六
日
に
は
、「
改
正
労
働
契
約
法
に
関
す
る
要
望
」
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
た
。
国
立
大

学
協
会
は
、
こ
の
要
望
書
の
中
で
、「
大
学
に
お
い
て
は
活
力
を
生
む
た
め
に
人
材
、
特
に
若
手
教
員
・
研
究
者
の
流
動
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
」、「
引
き
続
く
基
盤
的
経
費
の
削
減
の
下
で
多
く
の
研
究
者
の
雇
用
財
源
は
、
一
定
期
間
内
に
達
成
す
べ
き
目
標
を
明
確
に
設
定

し
、
必
要
な
人
材
を
結
集
す
る
時
限
付
き
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
資
金
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
期
間
終
了
後
の
継
続
雇

用
の
困
難
さ
を
は
じ
め
と
し
た
財
政
的
な
問
題
等
が
複
合
的
重
な
り
、
改
正
労
働
契
約
法
へ
の
対
応
が
極
め
て
困
難
な
状
況
に
直
面
し
て

い
る
こ
と
」、「
一
般
の
企
業
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
大
学
と
い
う
組
織
の
特
殊
性
か
ら
、
法
改
正
に
よ
り
、
か
え
っ
て
労
働
者
で
あ
る
教

員
や
研
究
者
等
の
雇
用
不
安
を
招
き
、
ひ
い
て
は
教
育
力
・
研
究
力
の
低
下
に
繋
が
る
こ
と
」
な
ど
の
危
惧
を
示
し
た
う
え
で
、
全
て
の
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有
期
労
働
契
約
の
教
員
・
研
究
者
等
に
つ
い
て
、
改
正
労
契
法
の
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
期
間
の
延
長
な
ど
、
大
学
の
特
性
に
即
し
た

弾
力
的
な
運
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
特
例
措
置
の
制
定
へ
の
配
慮
を
求
め
て
い
た
。

ま
た
、
私
立
大
学
関
係
者
も
早
く
か
ら
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
よ
る
人
事
政
策
上
の
問
題
を
懸
念
し
て
い
た（（（
（

。
日
本
私
立
大
学
連
盟
は
、

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
（
以
下
、「
私
大
連
合
」
と
い
う
）
と
共
に
、
大
学
に
関
し
て
労
働
契
約
法
に
対
す
る
特
例
措
置
を
設
け
る
べ
き

こ
と
を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
た（（（
（

。
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
六
月
二
六
日
、
私
大
連
合
は
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
文
部
科
学
省
高
等

教
育
局
長
、
私
学
部
長
宛
に
対
し
、「
労
働
契
約
法
の
一
部
を
改
訂
す
る
法
律
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
書
を
提
出
し
た
。

こ
の
中
で
、
私
立
大
学
に
お
け
る
有
期
契
約
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
ル
ー
ル
の
適
用
か
ら
除
外
す
る
な
ど
、
弾

力
的
な
運
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
要
望
し
た
。

こ
の
よ
う
に
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
例
を
求
め
る
現
場
か
ら
の
声
に
押
さ
れ
て
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
一
〇
月
三
一
日
に
開
催

さ
れ
た
「
自
由
民
主
党
内
閣
部
会
、
文
部
科
学
部
会
、
厚
生
労
働
部
会
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
調
査
会
合
同
会
議
」
に
お

い
て
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
調
査
会
に
参
集
し
た
議
員
た
ち
か
ら
、「
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等
に
よ
る
研

究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
等
に
関
す
る
法
律
及
び
大
学
の
教
員
等
の
任
期
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
要
綱
」
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
要
綱
の
中
で
、
研
究
開
発
強
化
法
及
び
任
期
法
の
改
正
に
よ
っ
て
労
契
法
の
無
期
転
換
ル
ー
ル

の
特
例
を
設
け
、
研
究
開
発
法
人
、
大
学
等
の
研
究
者
等
に
つ
い
て
、
労
契
法
第
一
八
条
に
特
例
（
無
期
労
働
契
約
に
転
換
す
る
期
間
を
五
年

か
ら
一
〇
年
に
延
長
す
る
）
を
設
け
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
法
案
要
綱
は
、
同
年
一
一
月
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
厚
生
労
働
省

「
第
一
〇
五
回
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
」
に
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
、「
研
究
開
発
力
強
化
法
ほ
か
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
の
要
綱
」
と
し
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
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同
月
二
七
日
、「
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等
に
よ
る
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
等
に
関
す

る
法
律
及
び
大
学
の
教
員
等
の
任
期
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
自
民
・
公
明
両
党
か
ら
議
員
立
法
と
し
て
提
出
さ

れ
、
そ
の
後
、
同
月
二
九
日
に
文
教
科
学
委
員
会
で
可
決
、
一
二
月
三
日
に
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
、
一
二
月
五
日
に
参
議
院
本
会
議
で

可
決
、
成
立
し
た
。

（
2
）　

改
正
強
化
法
及
び
任
期
法
に
よ
る
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
例

改
正
強
化
法
及
び
任
期
法
の
趣
旨
は
、
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
引
き
続
き
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び

研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
を
図
る
た
め
、
研
究
開
発
法
人
、
大
学
等
の
研
究
者
等
に
つ
い
て
労
契
法
の
特
例
を
定
め
る
と
と
も
に
、
我

が
国
及
び
国
民
の
安
全
に
係
る
研
究
開
発
等
に
対
し
て
必
要
な
資
源
の
配
分
を
行
う
こ
と
の
明
確
化
、
研
究
開
発
法
人
に
対
す
る
出
資
等

の
業
務
の
追
加
、
研
究
開
発
等
を
行
う
法
人
に
関
す
る
新
た
な
制
度
の
創
設
に
関
す
る
規
定
の
整
備
等
を
行
う
こ
と
に
あ
る（（（
（

。

ま
ず
、「
改
正
強
化
法
」
に
お
い
て
、
有
期
労
働
契
約
に
よ
っ
て
大
学
や
研
究
機
関
で
勤
務
す
る
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
者
ま
た
は

技
術
者
が
有
期
労
働
契
約
を
無
期
労
働
契
約
に
転
換
さ
せ
る
た
め
の
申
込
み
を
行
う
た
め
に
は
、
有
期
労
働
契
約
の
通
算
契
約
期
間
が

一
〇
年
を
超
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、同
法
に
定
め
る
研
究
者
等
に
つ
い
て
は
、労
契
法
第
一
八
条
の
無
期
転
換
ル
ー

ル
の
通
算
期
間
が
五
年
超
か
ら
一
〇
年
超
に
延
長
さ
れ
た
。

本
条
に
い
う
「
科
学
技
術
」
に
は
、
人
文
科
学
の
み
に
係
る
科
学
技
術
が
含
ま
れ
る
（
第
二
条
第
一
項
、
第
七
項
関
係
）。
ま
た
、
本
条
の

「
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
者
ま
た
は
技
術
者
」
と
は
、
①
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
者
又
は
技
術
者
で
あ
っ
て
研
究
開
発
法
人
又
は
大

学
等
を
設
置
す
る
者
と
の
間
で
有
期
労
働
契
約
を
締
結
し
た
も
の
、
②
研
究
開
発
等
に
係
る
運
営
管
理
に
係
る
業
務
（
専
門
的
な
知
識
及
び
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能
力
を
必
要
と
す
る
も
の
に
限
る
。
④
に
お
い
て
同
じ
。）
に
従
事
す
る
者
で
あ
っ
て
研
究
開
発
法
人
又
は
大
学
等
を
設
置
す
る
者
と
の
間
で
有

期
労
働
契
約
を
締
結
し
た
も
の
、
③
試
験
研
究
機
関
等
、
研
究
開
発
法
人
及
び
大
学
等
以
外
の
者
が
試
験
研
究
機
関
等
、
研
究
開
発
法
人

又
は
大
学
等
と
の
契
約
に
よ
り
こ
れ
ら
と
共
同
し
て
行
う
研
究
開
発
等
（
④
に
お
い
て
「
共
同
研
究
開
発
等
」
と
い
う
。）
の
業
務
に
専
ら
従

事
す
る
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
者
又
は
技
術
者
で
あ
っ
て
当
該
試
験
研
究
機
関
等
、
研
究
開
発
法
人
及
び
大
学
等
以
外
の
者
と
の
間
で

有
期
労
働
契
約
を
締
結
し
た
も
の
、
④
共
同
研
究
開
発
等
に
係
る
運
営
管
理
に
係
る
業
務
に
専
ら
従
事
す
る
者
で
あ
っ
て
当
該
共
同
研
究

開
発
等
を
行
う
試
験
研
究
機
関
等
、
研
究
開
発
法
人
及
び
大
学
等
以
外
の
者
と
の
間
で
有
期
労
働
契
約
を
締
結
し
た
も
の
、
と
さ
れ
て
い

る
。
①
及
び
②
の
対
象
と
な
る
者
（
大
学
の
学
生
で
あ
る
者
を
除
く
。）
の
う
ち
大
学
に
在
学
し
て
い
る
間
に
研
究
開
発
法
人
又
は
大
学
等
を

設
置
す
る
者
と
の
間
で
有
期
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
大
学
に
在
学
し
て
い
る
期
間
は
通
算
契
約
期
間
に
算
入

さ
れ
な
い
（
第
一
五
条
の
二
第
二
項
関
係
）。

ま
た
、「
改
正
任
期
法
」
は
、
有
期
雇
用
の
大
学
の
教
員
等
（
教
授
、
准
教
授
、
助
教
、
講
師
及
び
助
手
）
が
そ
の
労
働
契
約
を
無
期
労
働

契
約
に
転
換
さ
せ
る
た
め
の
申
込
み
を
行
う
た
め
に
必
要
な
通
算
契
約
期
間
は
一
〇
年
を
超
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
（
第
七
条

第
一
項
関
係
）。
大
学
の
教
員
等
の
う
ち
、
大
学
に
在
学
し
て
い
る
間
に
大
学
と
の
間
で
有
期
労
働
契
約
（
当
該
有
期
労
働
契
約
の
期
間
の
う

ち
に
大
学
に
在
学
し
て
い
る
期
間
を
含
む
も
の
に
限
る
。）
を
締
結
し
て
い
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
大
学
に
在
学
し
て
い
る
期
間
は
、
通
算
契

約
期
間
に
算
入
さ
れ
な
い
（
第
七
条
第
二
項
関
係
）。
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（
3
）　

改
正
強
化
法
及
び
任
期
法
の
評
価
と
問
題（（（
（

ⅰ　

改
正
強
化
法
の
意
義
と
問
題
点

近
年
、
大
学
等
の
機
関
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形
態
で
国
家
戦
略
上
重
要
な
研
究
拠
点
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
組
む
研
究
活

動
の
さ
ら
な
る
成
果
達
成
を
図
る
た
め（（（
（

、
当
該
研
究
活
動
が
当
初
予
定
し
て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
期
間
内
に
終
了
し
な
い
こ
と
が
少
な

く
な
い
。
し
か
し
、
労
契
法
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
を
避
け
る
た
め
に
、
有
期
の
研
究
者
及
び
研
究
補
助
者
を
上
限
の
五
年
前
に
雇
止
め
す

る
と
、
途
中
で
研
究
活
動
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
、
研
究
成
果
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
改
正
強
化
法
は
、「
科

学
技
術
に
関
す
る
研
究
者
」
に
つ
い
て
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
申
込
み
に
必
要
な
通
算
契
約
期
間
を
五
年
か
ら
一
〇
年
に
延
長
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
多
く
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
な
る
と
い
う（（（
（

。

筆
者
は
科
学
技
術
の
分
野
に
つ
い
て
専
門
外
の
た
め
、
改
正
強
化
法
の
政
策
的
妥
当
性
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
上
記
の
よ
う

な
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
観
点
か
ら
、労
契
法
に
よ
る
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
例
を
検
討
す
る
必
要
性
は
理
解
で
き
る
。も
っ

と
も
、
同
ル
ー
ル
の
特
例
に
は
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
研
究
領
域
に
お
い
て
も
、
有
期
の
研
究
者
や
研
究
補

助
者
の
雇
用
は
不
安
定
で
あ
り
、
出
来
る
限
り
安
定
し
た
雇
用
の
維
持
に
努
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
ら
で
あ
る
。
研
究
開
発
力
の
強
化

と
い
う
強
化
法
の
目
的
と
、
雇
用
の
安
定
と
い
う
労
契
法
第
一
八
条
の
目
的
の
両
立
を
図
る
方
策
を
検
討
す
る
と
同
時
に
、
特
に
若
手
研

究
者
の
安
定
し
た
雇
用
の
た
め
の
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
、
改
正
強
化
法
の
適
用
対
象
の
範
囲
で
あ
る
。
改
正
前
の
強
化
法
第
二
条
は
、「
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
研
究
開
発
」
と
は
、

科
学
技
術

0

0

0

0

（
人
文
科
学
の
み
に
係
る
も
の
を
除
く
。
…
）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
関
す
る
試
験
若
し
く
は
研
究
…
又
は
科
学
技
術
に
関
す
る
開
発
を
い
う
」（
傍
点
筆
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者
）
と
定
義
づ
け
て
い
た
。
し
か
し
、
改
正
強
化
法
で
は
、
同
法
に
い
う
「
科
学
技
術
」
に
「
人
文
科
学
の
み
に
係
る
科
学
技
術
が
含
ま

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

れ
る

0

0

（
傍
点
筆
者
）」（
同
法
第
二
条
一
項
及
び
七
項
）
と
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
科
学
技
術
と
は
無
縁
の
人
文
科
学
系
の
研
究
者
も
改

正
強
化
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
有
期
雇
用
の
教
員
、
特
に
大
学
で
教
養
科
目
等
を
担
当
す
る
非
常
勤
講
師
全

般
が
同
条
に
含
ま
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
法
解
釈
の
問
題
で
あ
り
、
法
的
紛
争
に
発

展
し
た
場
合
、
最
終
的
に
は
司
法
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る（（（
（

。
し
か
し
、「
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の

効
率
的
推
進
を
図
る
」
と
い
う
強
化
法
の
目
的
に
従
え
ば
、
同
法
の
適
用
対
象
は
研
究
開
発
に
直
接
係
わ
る
研
究
者
に
限
ら
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
こ
れ
と
は
無
縁
の
人
文
科
学
系
の
有
期
雇
用
教
員
（
非
常
勤
講
師
）
は
同
条
に
含
ま
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
研
究

開
発
と
は
無
縁
で
、
人
文
科
学
を
主
た
る
専
門
領
域
と
す
る
有
期
雇
用
の
非
常
勤
講
師
に
は
、
改
正
強
化
法
に
よ
る
無
期
転
換
ル
ー
ル
の

特
例
は
適
用
さ
れ
な
い
と
考
え
る
。

ⅱ　

改
正
任
期
法
の
問
題

改
正
任
期
法
に
よ
っ
て
、
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
申
込
み
に
必
要
な
通
算
契
約
期
間
が
五
年
か
ら
一
〇
年
に
延
長
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
私
立
大
学
に
お
け
る
従
来
の
研
究
員
、
助
教
ま
た
は
助
手
な
ど
に
関
す
る
有
期
雇
用
シ
ス
テ
ム
は
、
ほ
ぼ
従
来
ど
お
り
維
持
な
い

し
運
用
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
若
手
研
究
者
の
育
成
に
あ
た
っ
て
の
障
害
は
お
お
む
ね
取
り
除
か
れ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

た
し
か
に
、
若
手
研
究
者
は
任
期
付
き
の
Ｔ
Ａ
や
Ｒ
Ａ
、
助
手
又
は
助
教
な
ど
の
制
度
を
利
用
し
て
、
教
育
研
究
経
験
を
積
み
重
ね
る

こ
と
に
よ
っ
て
能
力
の
向
上
を
図
り
、
安
定
し
た
職
に
就
い
て
い
く
。
そ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
若
手
研
究
者
に
と
っ
て
、
大
学
教
員
又

は
研
究
者
へ
の
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
の
任
期
付
き
制
度
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
任
期
付
き
制
度
を
利
用
し
て
、
有
期
契
約
を
反
復
更
新
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す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
手
研
究
者
を
長
期
間
不
安
定
な
状
態
に
置
く
こ
と
は
、
逆
に
、
若
手
研
究
者
の
育
成
や
純
粋
な
研
究
活
動
を
阻

害
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

加
え
て
、
筆
者
は
今
回
の
改
正
任
期
法
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

第
一
に
、
強
化
法
と
任
期
法
は
と
も
に
大
学
等
教
育
・
研
究
機
関
に
係
わ
る
法
律
で
あ
る
が
、
そ
の
趣
旨
は
異
な
る
。
強
化
法
は
、「
研

究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等
に
よ
る
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
を
図
る
」
と
い
う
目
的
が
あ
り
、

他
方
、
任
期
法
は
、「
教
員
の
流
動
化
」
に
よ
る
「
大
学
等
教
育
研
究
の
活
性
化
」
を
目
的
と
し
て
い
る（（（
（

。「
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び

研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
を
図
る
」
と
い
う
今
回
の
改
正
強
化
法
及
び
任
期
法
の
目
的
は
、
強
化
法
の
目
的
で
あ
り
、
任
期
法
の
そ
れ

で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
目
的
の
下
で
任
期
法
ま
で
改
正
し
て
し
ま
っ
た
。
今
回
の
任
期
法
の
改
正
は
、
強
化
法
の
改

正
に
便
乗
し
た
感
を
否
め
な
い
。

第
二
に
、
労
契
法
と
任
期
法
の
適
用
対
象
に
係
る
問
題
で
あ
る
。
任
期
法
改
正
以
前
は
、
同
法
の
適
用
を
受
け
る
大
学
の
教
員
等
も
労

契
法
第
一
八
条
の
適
用
を
受
け
る
（
＝
五
年
後
に
無
期
転
換
す
る
）
と
さ
れ
て
い
た（（（
（

。
し
か
し
、
改
正
任
期
法
が
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換

申
込
み
に
必
要
な
通
算
契
約
期
間
を
五
年
か
ら
一
〇
年
に
延
長
す
る
特
例
を
設
け
た
こ
と
に
に
よ
り（（（
（

、
大
学
等
に
お
け
る
人
文
科
学
を
専

門
と
す
る
「
常
用
の
」
非
常
勤
講
師
も
、
改
正
任
期
法
の
適
用
を
受
け
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
見
解
に
は
疑
問
が
残
る
。
そ
も
そ
も
、
任
期
法
第
四
条
に
よ
る
と
、
同
法
の
適
用
対
象
範
囲
は
、
①
先
端
的
、
学
際
的

又
は
総
合
的
な
教
育
研
究
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
当
該
教
育
研
究
組
織
で
行
わ
れ
る
教
育
研
究
の
分
野
又
は
方
法
の
特
性
に
か
ん
が
み
、

多
様
な
人
材
の
確
保
が
特
に
求
め
ら
れ
る
教
育
研
究
組
織
の
職
に
就
け
る
と
き
（
一
号
）、
②
助
教
の
職
に
就
け
る
と
き
（
二
号
）、
③
大

学
が
定
め
又
は
参
画
す
る
特
定
の
計
画
に
基
づ
き
期
間
を
定
め
て
教
育
研
究
を
行
う
職
に
就
け
る
と
き
（
三
号
）、
の
三
つ
に
限
定
さ
れ
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（
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て
い
る（（（
（

。
そ
の
た
め
、
大
学
等
に
お
け
る
人
文
科
学
を
専
門
と
す
る
「
常
用
の
」
非
常
勤
講
師
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
任
期
法
第
四
条

一
号
の
「
多
様
な
人
材
確
保
が
特
に
求
め
ら
れ
る
教
育
研
究
組
織
の
職
」（
例
え
ば
、
法
学
部
教
授
に
弁
護
士
を
任
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
）

に
含
ま
れ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
任
期
法
第
四
条
一
号
の
説
明
に
よ
る
と
、「
最
先
端
の
技
術
開
発
現
場
の
方
法
等
を
取
り
入
れ

た
教
育
研
究
、
人
文
社
会
系
と
理
工
系
が
融
合
し
た
学
際
的
な
教
育
研
究
や
実
社
会
に
お
け
る
経
験
を
生
か
し
た
実
践
的
な
教
育
研
究
等

を
推
進
す
る
教
育
研
究
組
織
に
お
い
て
は
、
絶
え
ず
大
学
以
外
か
ら
人
材
を
確
保
し
た
り
、
広
範
囲
の
学
門
分
野
に
属
す
る
人
材
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
」
た
め
、「
大
学
が
教
員
の
流
動
性
を
高
め
て
多
様
な
知
識
・
経
験
を
有
す
る
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
任
期
制
を
導

入
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
当
該
教
育
研
究
組
織
の
構
成
員
全
員
や
特
定
学
門
分
野
を
担
当
す
る
教
員
の
み
に
任
期
を

定
め
た
任
用
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
果
た
し
て
、
常
用
の
非
常
勤
講
師
は
こ
れ
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
か
。
大
学

等
で
常
設
の
専
門
科
目
や
教
養
科
目
な
ど
の
講
義
を
担
当
す
る
「
常
用
の
」
非
常
勤
講
師
の
多
く
は
、
大
学
で
は
講
義
だ
け
を
担
当
し
、

そ
れ
に
対
す
る
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
研
究
者
・
技
術
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
研
究
室
も
研
究

費
も
与
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
常
用
の
非
常
勤
講
師
は
任
期
法
第
四
条
一
号
に
該
当
せ
ず
、
改
正
任
期
法
に
よ
る
無
期
転
換
ル
ー
ル

は
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

４　

有
期
雇
用
特
別
措
置
法

（
1
）　

法
制
定
の
背
景
及
び
経
緯

「
有
期
雇
用
特
別
措
置
法
」
制
定
の
背
景
に
は
、
国
家
戦
略
特
区
構
想
が
あ
る（（（
（

。
ま
ず
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
五
月
、
産
業
競
争



二
〇
〇

力
会
議
に
「
国
家
戦
略
特
区
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」（
座
長
・
八
田
達
夫
大
阪
大
招
聘
教
授
）
が
設
置
さ
れ
、
同
年
六
月
一
四
日
、
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
日
本
再
興
戦
略
」
に
『
国
家
戦
略
特
区
』
を
創
設
す
る
旨
が
示
さ
れ
た
。
同
年
九
月
二
〇
日
に
第
一
回
産
業
競
争
力
会
議
課

題
別
会
合
が
開
催
さ
れ
、
国
家
戦
略
特
区
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
八
田
座
長
が
「
資
料
№
3
─

2
「
有
期
雇
用
の
特
例
」
の
経
緯
に
つ

い
て
」
を
提
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
特
区
構
想
に
労
働
・
雇
用
の
規
制
緩
和
が
含
ま
れ
る
こ
と（（（
（

、
特
に
、
有
期
労
働
契
約
に
つ
い
て

は
、
外
国
人
比
率
が
三
〇
％
以
上
の
事
業
所
に
対
す
る
特
例
と
し
て
、
有
期
契
約
締
結
時
に
、
労
働
者
側
か
ら
、
五
年
を
超
え
た
際
の
無

期
転
換
の
権
利
を
放
棄
す
る
（
具
体
的
に
は
、「
労
働
契
約
法
第
一
八
条
に
か
か
わ
ら
ず
無
期
転
換
放
棄
条
項
を
有
効
と
す
る
」
旨
を
規
定
す
る
）
こ

と
を
認
め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
一
〇
月
四
日
に
八
田
達
夫
特
区
Ｗ
Ｇ
座
長
が
記
者
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の

際
、
提
出
さ
れ
た
「
国
家
戦
略
特
区　

雇
用
に
つ
い
て
の
特
区
Ｗ
Ｇ
提
案
」（
国
家
戦
略
特
区
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ 

八
田
座
長
提
出
資
料
）
に

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
直
後
の
企
業
が
優
秀
な
人
材
を
集
め
や
す
く
、
ま
た
、
優
秀
な
人
材
に
と
っ
て
よ
り
働
き
や

す
い
、
制
度
環
境
を
作
る
た
め
に
、
有
期
雇
用
規
制
の
特
例
と
し
て
、
特
区
内
の
適
用
対
象
に
限
り
、「
無
期
転
換
し
な
い
約
束
」
を
可

能
に
す
る
と
記
さ
れ
て
い
た
。

同
年
一
〇
月
一
八
日
、
日
本
経
済
再
生
本
部
は
「
国
家
戦
略
特
区
に
お
け
る
規
制
改
革
事
項
等
の
検
討
方
針
（
抄
）」
を
決
定
し
た
。

こ
の
中
で
、
有
期
雇
用
の
特
例
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
例
え
ば
、
こ
れ
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
施
す
る
企
業
が
、
七
年
間
限
定
で
更
新
す
る
代
わ
り
に
無
期
転
換
権
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
な
く
高
い
待
遇
を
提
示
し
優
秀
な
人

材
を
集
め
る
こ
と
は
、
現
行
制
度
上
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
新
規
開
業
直
後
の
企
業
や
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
企
業

等
の
中
で
重
要
か
つ
時
限
的
な
事
業
に
従
事
し
て
い
る
有
期
労
働
者
で
あ
っ
て
、「
高
度
な
専
門
的
知
識
等
を
有
し
て
い
る
者
」
で
「
比

較
的
高
収
入
を
得
て
い
る
者
」
な
ど
を
対
象
に
、
無
期
転
換
申
込
権
発
生
ま
で
の
期
間
の
在
り
方
、
そ
の
際
に
労
働
契
約
が
適
切
に
行
わ
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れ
る
た
め
の
必
要
な
措
置
等
に
つ
い
て
、
全
国
規
模
の
規
制
改
革
と
し
て
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
早
急
に
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
平
成
二
六
年
通
常
国
会
に
所
要
の
法
案
を
提
出
す
る
」。
重
要
な
の
は
、
こ
の
文
書
に
お
い
て
、
特
例
の
対
象
労
働
者
の
範

囲
が
限
定
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。

同
年
一
二
月
七
日
に
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
」（
平
成
二
五
年
一
二
月
一
三
日
法
律
第
一
〇
七
号
。
以
下
、「
国
家
戦
略
特
区
法
」
と
い
う
）
が

成
立
し
た
。
同
法
附
則
第
二
条
は
、「
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
の
推
進
を
図
る
」観
点
か
ら
、

「
一
定
の
期
間
内
に
終
了
す
る
と
見
込
ま
れ
る
事
業
の
業
務
（
高
度
の
専
門
的
な
知
識
、
技
術
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
も
の
に
限
る
。）」
に
就

く
有
期
契
約
労
働
者
で
あ
っ
て
、「
そ
の
年
収
が
常
時
雇
用
さ
れ
る
一
般
の
労
働
者
と
比
較
し
て
高
い
水
準
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

者
…
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
」
に
つ
い
て
、
無
期
転
換
申
込
権
発
生
ま
で
の
期
間
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
平
成
二
六
年

の
通
常
国
会
に
所
要
の
法
案
の
提
出
を
目
指
す
旨
規
定
し
た
。
こ
こ
で
も
、
特
例
を
定
め
る
目
的
及
び
対
象
労
働
者
の
範
囲
は
限
定
的
で

あ
っ
た
。

同
年
一
二
月
一
七
日
「
第
一
〇
六
回
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
」
で
は
、
国
家
戦
略
特
区
法
附
則
第
二
条
に
つ
い
て
労
働
政

策
審
議
会
に
お
い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
二
六
年
の
通
常
国
会
に
所
要
の
法
案
を
提
出
す
る
た
め
に
、
労
働

条
件
分
科
会
に
当
分
の
間
、
有
期
労
働
契
約
の
特
例
に
関
す
る
専
門
の
事
項
を
審
議
さ
せ
る
た
め
の
特
別
部
会
を
設
け
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
そ
の
際
、
労
働
者
代
表
委
員
か
ら
、
五
年
の
無
期
転
換
の
制
度
の
運
用
に
あ
た
り
、
利
用
可
能
期
間
到
達
前
の
雇
止
め
の
抑
制
策

の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
が
要
望
と
し
て
出
さ
れ
た（（（
（

。
な
お
、
こ
の
時
点
で
は
、
こ
の
審
議
会
で
高
齢
者
に
つ
い
て
特
例
を
設
け
る
要

望
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

同
年
一
二
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
一
回
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
有
期
雇
用
特
別
部
会
」（
以
下
、「
第
一
回
有
期
雇
用



二
〇
二

特
別
部
会
」
と
い
う
）
に
お
い
て
、
使
用
者
側
委
員
か
ら
、
定
年
後
の
高
齢
者
を
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
例
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
欲

し
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
二
〇
一
四（
平
成
二
六
）
年
一
月
一
四
日
「
第
一
回
労
働
政
策
審
議
会
職
業
安
定
分
科
会
高
年

齢
者
有
期
雇
用
特
別
部
会
」（
部
会
長
：
岩
村
正
彦
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授
、
以
下
、「
高
年
齢
者
有
期
雇
用
特
別
部
会
」
と
い
う
）

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
、「
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
有
期
雇
用
特
別
部
会
」
及
び
「
労
働
政
策
審
議
会
職
業
安
定
分
科

会
高
年
齢
者
有
期
雇
用
特
別
部
会
」
の
合
同
会
議
と
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
計
五
回
の
合
同
会
議
で
検
討
し
た
結
果（（（
（

、
同
年
二
月
一
四

日
、「
有
期
労
働
契
約
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
例
等
に
つ
い
て
（
報
告
）」
が
公
表
さ
れ
た
。
同
報
告
書
は
、
国
家
戦
略
特
区
法
の
規
定
を

踏
ま
え
て
、
有
期
の
業
務
に
就
く
高
度
専
門
的
知
識
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者
等
に
つ
い
て
、
労
契
法
第
一
八
条
に
基
づ
く
無
期
転
換

申
込
権
発
生
ま
で
の
期
間
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
、
ま
た
、
定
年
後
引
き
続
い
て
雇
用
さ
れ
る
有
期
契
約
労
働
者
に
対
す
る
無
期
転

換
ル
ー
ル
の
適
用
の
在
り
方
を
見
直
す
意
見
が
あ
る
こ
と
か
ら
、無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
別
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
し
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
報
告
書
に
お
い
て
、「
定
年
後
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
有
期
契
約
労
働
者
に
対
す
る
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
適
用
の

在
り
方
を
見
直
す
」
こ
と
が
示
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
規
定
を
踏
ま
え
て
」
と
言
い
な
が
ら
、
明

ら
か
に
国
家
戦
略
特
区
法
附
則
第
二
条
を
超
え
る
適
用
対
象
労
働
者
の
範
囲
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。

同
年
三
月
七
日
に
、「
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
第
一
八
六
回

通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
参
議
院
で
の
審
議
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
会
期
末
を
迎
え
、
継
続
審
議
扱
い
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

第
一
八
七
回
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
参
議
院
及
び
衆
議
院
に
送
付
さ
れ
、
同
年
一
一
月
一
八
日
に
衆
議
院
厚
生
労
働
員
会
で
採
決
を
行
い
、

同
年
一
一
月
二
一
日
に
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
有
期
雇
用
特
措
法
が
可
決
・
成
立
し
た
。

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
三
月
一
八
日
、「
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
に
つ
い
て
」



二
〇
三

近
時
の
有
期
労
働
契
約
法
制
に
対
す
る
批
判
的
検
討
（
川
田
）

（
基
発
〇
三
一
八
第
一
号
）
が
出
さ
れ
、「
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則 

（
平
成
二
七
年
厚

生
労
働
省
令
第
三
五
号
）」、「
特
定
有
期
雇
用
労
働
者
に
係
る
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
五
条
の
特
例
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
七
年
厚
生
労

働
省
令
第
三
六
号
）」、「
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
基
準
（
平
成
二
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
七
号
）」
及
び
「
事
業
主
が
行
う
特
定
有
期
雇
用
労
働
者
の
特
性
に
応
じ
た
雇

用
管
理
に
関
す
る
措
置
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
（
平
成
二
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
九
号
）」
が
そ
れ
ぞ
れ
公
布
及
び
告
示
さ
れ
た
。
有

期
雇
用
特
措
法
は
、
平
成
二
七
年
四 

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　

有
期
雇
用
特
措
法
及
び
同
法
施
行
規
則
の
内
容

有
期
雇
用
特
措
法
は
、
一
定
の
労
働
者
（
後
述
①
及
び
②
）
が
そ
の
能
力
を
有
効
に
発
揮
し
、
活
力
あ
る
社
会
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
事

業
主
が
そ
の
特
性
に
応
じ
た
雇
用
管
理
に
関
す
る
特
別
の
措
置
を
行
う
場
合
に
、
労
契
法
に
基
づ
く
無
期
転
換
申
込
権
発
生
ま
で
の
期
間

に
関
す
る
特
例
を
設
け
た
。

具
体
的
に
、
①
五
年
を
超
え
る
一
定
の
期
間
内
に
完
了
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
業
務
（
以
下
、「
特
定
有
期
業
務
」
と
い
う
）
に
従

事
す
る
、
高
収
入
（
一
〇
七
五
万
円
以
上
（
（（
（

）、
か
つ
高
度
な
専
門
的
知
識
・
技
術
・
経
験
を
持
つ
有
期
雇
用
労
働
者
（
以
下
、「
高
度
専
門
労
働
者
」

と
い
う
）
に
つ
い
て
は
、
労
契
法
に
基
づ
く
無
期
転
換
申
込
権
発
生
ま
で
の
期
間
（
現
行
五
年
）
を
、
一
定
の
期
間
内
に
完
了
す
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
る
業
務
に
就
く
期
間
（
上
限
一
〇
年
）
に
延
長
し
た
（
有
期
雇
用
特
措
法
第
八
条
第
一
項
）。
例
え
ば
、
七
年
の
特
定
有
期
業
務

の
開
始
当
初
か
ら
完
了
ま
で
従
事
さ
せ
た
場
合
、
そ
の
七
年
間
は
無
期
転
換
申
込
権
が
発
生
し
な
い
。
反
対
に
、
特
定
有
期
業
務
が
一
〇

年
を
超
え
た
場
合
や
、
特
定
有
期
業
務
終
了
後
に
引
き
続
き
通
常
の
有
期
労
働
契
約
を
結
ぶ
場
合
等
は
、
以
降
の
契
約
期
間
内
に
お
い
て



二
〇
四

無
期
転
換
申
込
権
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

高
度
専
門
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
前
掲
平
成
二
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
六
号
、
及
び
、
平
成
二
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
七
号
に

列
挙
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
⑴
博
士
の
学
位
を
有
す
る
者
、
⑵
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
者
（
公
認
会
計
士
、
医
師
、

歯
科
医
師
、
獣
医
師
、
弁
護
士
、
一
級
建
築
士
、
税
理
士
、
薬
剤
師
、
社
会
保
険
労
務
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
技
術
士
、
弁
理
士
）、
⑶
Ｉ
Ｔ
ス
ト
ラ

テ
ジ
ス
ト
、
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
の
資
格
試
験
に
合
格
し
て
い
る
者
、
⑷
特
許
発
明
の
発
明
者
、
登
録
意
匠
の
創
作
者
、
登
録
品
種
の
育
成

者
、
⑸
大
学
卒
で
五
年
、
短
大
・
高
専
卒
で
六
年
、
高
卒
で
七
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
農
林
水
産
業
・
鉱
工
業
・
機
械
・
電
気
・

建
築
・
土
木
の
技
術
者
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
又
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
⑹
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
実
務
経
験
五
年
以
上
を
有
す

る
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
⑺
国
等
に
よ
っ
て
知
識
等
が
優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
、
上
記
⑴
か
ら
⑹
ま
で
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
が
認
め
る
者
、
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
②
定
年
後
に
、
同
一
の
事
業
主
ま
た
は
「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」
に
お
け
る
「
特
殊
関
係
事
業
主
」

に
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
有
期
雇
用
労
働
者
（
以
下
、「
継
続
雇
用
の
高
齢
者
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
は（（（
（

、
労
契
法
に
基
づ
く
無
期
転
換
申
込

権
発
生
ま
で
の
期
間
（
現
行
五
年
）
を
、
定
年
後
に
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
て
い
る
期
間
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
有
期
雇
用
特
措
法

第
八
条
第
二
項
）。
こ
の
特
例
は
、
労
契
法
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
導
入
に
よ
っ
て
定
年
退
職
後
の
有
能
な
高
齢
者
の
安
定
的
な
雇
用
が
難

し
く
な
る
と
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
特
例
に
よ
っ
て
、
定
年
後
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
て
い
る
期
間
中
は
、
対
象

労
働
者
に
つ
い
て
無
期
転
換
請
求
権
は
発
生
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

特
例
の
適
用
に
あ
た
り
、
事
業
主
は
、
対
象
労
働
者
に
応
じ
た
適
切
な
雇
用
管
理
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
計
画
書
を
作
成
・
申
請
し

て
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
①
高
度
専
門
労
働
者
に
つ
い
て
、
労
働
者
が
自
ら
の
能
力



二
〇
五

近
時
の
有
期
労
働
契
約
法
制
に
対
す
る
批
判
的
検
討
（
川
田
）

の
維
持
向
上
を
図
る
機
会
の
付
与
等
、
②
継
続
雇
用
の
高
齢
者
に
つ
い
て
、
労
働
者
に
対
す
る
配
置
、
職
務
及
び
職
場
復
帰
に
関
す
る
配

慮
等
、
適
切
な
雇
用
管
理
を
実
施
す
る
と
し
た
。

（
3
）　

検
討
─
特
例
に
よ
る
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
回
避
─

「
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等
に
よ
る
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
等
に
関
す
る
法
律
及
び
大

学
の
教
員
等
の
任
期
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
」
は
、
特
例
措
置
は
あ
く
ま
で
も
例
外
で
あ
り
、

限
定
さ
れ
た
領
域
に
対
す
る
特
別
な
措
置
で
あ
る
こ
と
や
、
特
例
の
対
象
者
が
著
し
く
拡
大
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
。

し
か
し
、
舌
の
根
も
乾
か
な
い
う
ち
に
、
有
期
雇
用
特
措
法
は
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
例
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
範
囲
を
大
幅
に
拡

大
し
た
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
問
題
を
指
摘
し
て
お
く
。

ⅰ　

国
家
戦
略
特
区
法
附
則
第
二
条
と
の
整
合
性

有
期
雇
用
特
措
法
は
、
国
家
戦
略
特
区
法
附
則
第
二
条
に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
は
そ
の
目
的
及
び
適
用

範
囲
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
国
家
戦
略
特
区
法
附
則
第
二
条
は
、「
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点

の
形
成
の
推
進
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
有
期
雇
用
特
措
法
は
、「
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働

者
等
の
能
力
維
持
向
上
及
び
活
用
を
図
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
、「
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
お
り
、
国

家
戦
略
特
区
法
が
目
的
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
構
想
は
一
気
に
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
す
る
。

ま
た
、
国
家
戦
略
特
区
法
附
則
第
二
条
は
、
新
規
開
発
事
業
者
や
海
外
か
ら
の
進
出
企
業
な
ど
が
優
れ
た
人
材
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
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六

す
る
た
め
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
例
の
対
象
を
、
時
限
的
事
業
に
従
事
す
る
高
度
専
門
職
の
有
期
雇
用
労
働
者
に
限
定
し
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
有
期
雇
用
特
措
法
は
、「
高
度
専
門
労
働
者
」
と
「
継
続
雇
用
の
高
齢
者
」
を
対
象
と
し
て
お
り
、
国
家
戦
略
特
区
法
附

則
二
条
の
適
用
範
囲
を
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
有
期
雇
用
特
措
法
の
目
的
及
び
適
用
範
囲
を
拡
大
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
一
二

月
二
四
日
の
「
第
一
回
有
期
雇
用
特
別
部
会
」
及
び
そ
の
後
五
回
に
わ
た
る
「
高
年
齢
者
有
期
雇
用
特
別
部
会
」
に
お
け
る
議
論
と
、

二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
二
月
一
四
日
に
公
表
さ
れ
た
「
有
期
労
働
契
約
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
例
等
に
つ
い
て
（
報
告
）」
で
あ
る
。

「
第
一
回
有
期
雇
用
特
別
部
会
」
の
冒
頭
に
、
事
務
局
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
新
規
開
業
直
後
の
企
業
や
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
を
は
じ
め
と
す
る
企
業
等
の
中
で
、
重
要
か
つ
時
限
的
な
事
業
に
従
事
し
て
い
る
有
期
労
働
者
」
で
あ
っ
て
、「
高
度
な
専
門
的
知
識

等
を
有
し
て
い
る
者
」
で
、「
比
較
的
高
収
入
を
得
て
い
る
者
」
な
ど
を
対
象
に
し
て
、「
無
期
転
換
申
込
権
発
生
ま
で
の
期
間
の
在
り
方
」

と
「
そ
の
際
に
労
働
契
約
が
適
切
に
行
わ
れ
る
た
め
の
必
要
な
措
置
」
に
つ
い
て
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
早
急
に
検
討
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
通
常
国
会
に
所
要
の
法
案
を
提
出
す
る（（（
（

。
つ
ま
り
、
当
初
、
高
齢
者
は
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
例
の
対
象
に
な
っ
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
事
務
局
説
明
後
の
特
別
部
会
の
議
論
の
な
か
で
、
使
用
者
代
表
委
員
か
ら
、
高
齢
者
を
特
例
の
対
象
と
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ（（（
（

、
労
働
者
代
表
委
員
の
強
硬
な
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず（（（
（

、
特
例
の
対
象
と
な
る
者
の
範
囲

に
高
齢
者
も
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た（（（
（

。
結
局
、
こ
の
特
別
部
会
の
議
論
を
ま
と
め
た
「
有
期
労
働
契
約
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
の

特
例
等
に
つ
い
て
（
報
告
）」
は
、「
定
年
後
引
き
続
い
て
雇
用
さ
れ
る
有
期
契
約
労
働
者
」
に
対
し
て
「
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
別
措
置

を
講
ず
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
し
た
。
つ
ま
り
、「
第
一
回
有
期
雇
用
特
別
部
会
」
及
び
「
高
齢
者
有
期
雇
用
特
別
部
会
」
の
議
論

に
お
い
て
、
有
期
雇
用
特
措
法
の
目
的
及
び
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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近
時
の
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期
労
働
契
約
法
制
に
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す
る
批
判
的
検
討
（
川
田
）

本
特
別
部
会
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
国
家
戦
略
特
区
法
附
則
第
二
条
に
規
定
さ
れ
た
限
定
的
な
範
囲
で
有
期
契
約
労
働
者
に
対
す
る

無
期
転
換
ル
ー
ル
の
在
り
方
を
検
討
す
る
と
い
う
提
案
を
受
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
会
か
ら
授
権
さ
れ
た
労
働
政
策
審
議
会
は
、

国
家
戦
略
特
区
法
附
則
第
二
条
の
範
囲
に
限
定
し
て
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
例
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
特
別
部
会

は
わ
ず
か
五
回
の
検
討
で
、
国
会
か
ら
授
権
さ
れ
た
内
容
を
は
る
か
に
超
え
る
特
例
の
提
案
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
審
議
プ

ロ
セ
ス
は
強
引
で
あ
り
、
こ
れ
が
許
容
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
今
後
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
例
外
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
範
囲
は
さ
ら
に
拡

大
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

ⅱ　

高
度
専
門
有
期
労
働
者
の
範
囲

国
家
戦
略
特
区
法
附
則
第
二
条
は
、
特
例
の
対
象
者
と
な
る
労
働
者
を
、「
高
度
の
専
門
的
な
知
識
、
技
術
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る

も
の
に
限
る
」
と
規
定
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
専
門
的
知
識
、
技
術
又
は
経
験
」
は
客
観
的
に
高
度
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他
方
、
有
期
雇
用
特
措
法
は
、
特
例
の
対
象
と
な
る
労
働
者
を
、「
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
（
平
成
二
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
七
号
）」
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

「
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
」（
告
示
六
七
号
）
は
、
労
基
法
一
四
条
一
号
の
「
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
労
働
者
」
と
基
本
的
に
同

じ
で
あ
り
、
高
度
の
も
の
と
し
て
「
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
」（
告
示
六
七
号
）
に
適
合
し
さ
え
す
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
国
家
戦
略
特
区
法
（
及
び
そ
の
授
権
を
受
け
た
有
期
雇
用
特
措
法
）
と
、
労
基
法
一
四
条
の
立
法
趣
旨
は
異
な
る
の
に
、
対
象
と

す
る
労
働
者
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
る
。
労
基
法
一
四
条
は
、
長
期
契
約
に
よ
る
労
働
者
の
足
止
め
な
ど
の
人
身
拘
束
の
問

題
を
防
止
す
る
た
め
に
契
約
期
間
の
上
限
を
三
年
と
し
、
そ
の
恐
れ
が
少
な
い
と
さ
れ
る
「
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
労
働
者
」
に
つ
い
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て
は
例
外
的
に
契
約
期
間
の
上
限
を
五
年
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点

の
形
成
の
推
進
を
図
る
」（
国
家
戦
略
特
区
法
附
則
第
二
条
）
と
い
う
法
の
要
請
に
従
え
ば
、
有
期
雇
用
特
措
法
に
い
う
高
度
専
門
有
期
労
働

者
は
、
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
に
直
接
貢
献
で
き
る
者
に
限
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
労
基
法
一
四
条
一
号
は
時
限
的
業
務
に

限
定
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
有
期
雇
用
特
措
法
に
い
う
「
特
定
有
期
業
務
」
は
、
一
定
の
期
間
内
に
完
了
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
企
業
内
の
恒
常
的
な
業
務
と
し
て
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
は
該
当
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
有
期
雇

用
特
措
法
に
い
う
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
労
働
者
の
範
囲
は
、
労
基
法
一
四
条
一
号
よ
り
も
限
定
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
国
家
戦
略
特
区
法
が
目
指
す
産
業
競
争
力
の
強
化
と
い
う
目
的
の
下
、
三
つ
の
要
件
（
①
一
定
の
期
間
内
に
終
了
す
る
と

見
込
ま
れ
る
事
業
に
就
く
労
働
者
で
あ
る
こ
と
、
②
高
度
な
専
門
的
な
知
識
、
技
術
を
も
つ
者
、
③
年
収
）
を
満
た
す
労
働
者
は
ど
の
範
囲
を
い
い
、

か
つ
、
そ
の
雇
用
の
安
定
が
損
な
わ
れ
な
い
範
囲
は
い
っ
た
い
ど
こ
な
の
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

ⅲ　

定
年
後
労
働
者
の
範
囲

有
期
雇
用
特
措
法
第
一
条
（
目
的
）
に
は
、「
定
年
後
有
期
雇
用
労
働
者
」
の
文
言
は
な
い
。
し
か
し
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
二

月
九
日
発
基
〇
二
〇
九
第
四
号
は
、「
定
年
後
有
期
雇
用
労
働
者
」
の
能
力
の
有
効
発
揮
や
労
働
参
加
の
拡
大
か
ら
我
が
国
の
産
業
の
国

際
競
争
や
経
済
成
長
に
資
す
る
と
す
る
。

そ
れ
で
は
、
実
際
の
高
年
齢
者
の
雇
用
状
況
は
、
定
年
後
の
労
働
者
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
働
き
方
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
例
え
ば
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
六
月
一
日
現
在
、
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
企
業
は
全
体
の
八
一・
七
％

と
な
っ
て
い
る（（（
（

。
継
続
雇
用
制
度
に
よ
り
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
を
講
じ
て
い
る
企
業
に
お
け
る
継
続
雇
用
の
契
約
期
間
の
状
況
を
み
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有
期
労
働
契
約
法
制
に
対
す
る
批
判
的
検
討
（
川
田
）

る
と
、「
一
年
単
位
」
と
す
る
こ
と
が
最
も
多
い
と
し
て
い
る
企
業
の
割
合
は
七
九
・
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
有
期
労
働
契
約
の
反
復
更
新

に
よ
り
六
五
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措
置
を
講
じ
て
い
る
企
業
が
多
い（（（
（

。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、
事
業
主
は
平
成
二
四
年
の
高
年
齢
者

雇
用
安
定
法
改
正
に
よ
っ
て
、
定
年
後
の
高
齢
者
を
継
続
雇
用
制
度
に
よ
っ
て
一
年
単
位
の
有
期
労
働
契
約
を
反
復
更
新
し
て
雇
用
し
て

お
り
、
会
社
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
六
五
歳
以
降
も
継
続
雇
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
定
年
後
の
高
齢
者
を
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
例
外

と
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
年
毎
の
契
約
更
新
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
期
雇
用
特
措
法
が
目
的
と
す
る
高
齢
労
働
者
の
能

力
の
有
効
発
揮
と
は
程
遠
い
働
き
方
が
広
が
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
一
年
毎
の
契
約
更
新
を
繰
り
返
す
働
き
方
が
、
我
が
国
の
産
業
の

国
際
競
争
の
強
化
や
経
済
の
成
長
に
資
す
る
と
は
と
て
も
い
え
な
い
。
仮
に
、定
年
退
職
後
の
高
齢
者
を
特
例
の
対
象
と
す
る
と
し
て
も
、

有
期
労
働
契
約
の
濫
用
的
な
利
用
に
つ
な
が
ら
な
い
、
あ
る
い
は
、
雇
用
の
安
定
を
損
ね
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
対
象
範
囲
を
限
定
す

べ
き
で
あ
る
。

５　

結
び
に
か
え
て

雇
用
の
安
定
の
た
め
に
導
入
さ
れ
た
無
期
転
換
ル
ー
ル
は
実
務
に
混
乱
を
も
た
ら
し
、
結
局
、
同
ル
ー
ル
の
特
例
を
定
め
る
拙
速
な
法

改
正
及
び
法
整
備
が
行
わ
れ
た
。
無
期
転
換
ル
ー
ル
は
導
入
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
い
ま
だ
同
ル
ー
ル
を
見
直
す
べ
き
立
法
事
実
が
認

め
ら
れ
な
い
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
極
め
て
問
題
で
あ
る
。

本
稿
で
紹
介
し
た
立
法
は
い
ず
れ
も
、
有
期
労
働
契
約
の
濫
用
的
利
用
を
抑
制
し
、
安
定
的
な
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
を
図
る
と
い

う
労
契
法
の
趣
旨
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
看
過
で
き
な
い
。
労
契
法
は
労
働
契
約
関
係
に
あ
る
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
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で
あ
り
、
労
働
契
約
を
締
結
す
る
労
働
者
の
一
部
に
限
っ
て
特
例
を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
極
め
て
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

ま
た
、
仮
に
特
例
措
置
を
講
じ
る
と
し
て
も
、
そ
の
対
象
者
は
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
趣
旨
・
本
旨
に
反
し
な
い
よ
う
に
限
定
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
無
期
転
換
ル
ー
ル
を
創
設
し
た
趣
旨
を
十
分
尊
重
し
て
、
同
ル
ー
ル
の
特
例
を
定
め
る
今
回
の
立
法
を
慎
重
に
解
釈
・
運
用

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

筆
者
は
雇
用
の
安
定
の
た
め
の
方
法
と
し
て
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
が
、
今
回
の
立
法
に
よ
っ
て
無
期
転
換
ル
ー
ル

の
射
程
は
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
や
は
り
、
雇
用
の
安
定
と
い
う
課
題
に
迫
る
最
善
の
方
法
は
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
で
は
な
く
、
期
間

の
定
め
の
な
い
雇
用
（
無
期
雇
用
）
を
原
則
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
無
期
雇
用
原
則
と
例
外
を
定
め
る
有
期
雇
用
法
制
の
整
備
が
今
後
の

課
題
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

本
稿
で
は
、
改
正
強
化
法
及
び
任
期
法
と
有
期
雇
用
特
措
法
の
立
法
の
背
景
及
び
経
緯
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
問

題
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
十
分
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
れ
ら
法
律
の
法
的
問
題
や
、
有
期
雇
用
の
非
常
勤
講

師
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
1
）
通
算
契
約
期
間
の
算
定
は
、
平
成
二
四
年
改
正
労
契
法
の
施
行
日
で
あ
る
平
成
二
五
年
四
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
有
期
労
働
契
約
が
対
象
と

な
る
（
平
成
二
四
年
労
働
契
約
法
改
正
法
附
則
第
二
項
）。

（
2
）
施
行
期
日
は
、「
雇
止
め
法
理
の
法
定
化
」（
労
契
法
第
一
九
条
）
に
つ
い
て
は
平
成
二
四
年
八
月
一
〇
日
（
公
布
日
）、「
無
期
労
働
契
約
へ
の

転
換
」（
同
法
第
一
八
条
）
及
び
「
不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止
」（
同
法
第
二
〇
条
）
に
つ
い
て
は
平
成
二
五
年
四
月
一
日
で
あ
る
。

（
3
）
労
契
法
は
法
施
行
八
年
後
に
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
改
正
附
則
三
）。

（
4
）http://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/stf/houdou/0000066594.htm
l

（
5
）
労
契
法
第
一
八
条
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、拙
稿
「
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
解
釈
上
の
課
題
（
労
働
契
約
法
一
八
条
）」『
変
貌
す
る
雇
用
・



二
一
一

近
時
の
有
期
労
働
契
約
法
制
に
対
す
る
批
判
的
検
討
（
川
田
）

就
業
モ
デ
ル
と
労
働
法
の
課
題
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
五
年
四
月
刊
行
）
参
照
。

（
6
）
平
成
二
四
年
八
月
一
〇
日
付
け
基
発
〇
八
一
〇
第
二
号
「
労
働
契
約
法
の
施
行
に
つ
い
て
」（
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
発　

都
道
府
県
労
働

局
長
あ
て
）（
以
下
、「
施
行
通
達
」
と
い
う
）。

（
7
）
水
口
洋
介
「
改
正
労
働
契
約
法
の
実
践
的
活
用
を
」
季
刊
・
労
働
者
の
権
利
二
九
八
号
（
二
〇
一
三
年
）
六
一
頁
、
同
「
有
期
労
働
契
約
に
関

す
る
労
働
契
約
法
改
正
に
つ
い
て
」
季
刊
・
労
働
者
の
権
利
二
九
九
号
（
二
〇
一
三
年
）
六
頁
。「
二
〇
一
二
労
働
者
の
権
利
白
書　

第
二　

有
期

労
働
者
契
約
法
制
」
季
刊
・
労
働
者
の
権
利
二
九
六
号
六
頁
。

（
8
）
有
期
労
働
契
約
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
例
等
に
つ
い
て
（
報
告
）。http://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/file/04-H
oudouhappyou-11301000-

Roudoukijunkyokuanzeneiseibu-K
eikakuka/0000037312.pdf

（
9
）
溝
上
憲
文
「
研
究
者
の
有
期
雇
用
一
〇
年
に
延
長
が
投
げ
か
け
る
波
紋
」
賃
金
事
情
二
六
六
八
号
（
二
〇
一
四
年
二
月
二
〇
日
号
）
六
頁
。

（
10
）
一
つ
は
、
若
手
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
の
中
断
の
問
題
で
あ
る
。
若
手
研
究
者
は
、
有
期
雇
用
を
繰
り
返
し
、
そ
の
過
程
で
多
様
な
教
育

研
究
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
能
力
の
向
上
を
図
り
、
安
定
し
た
職
に
就
い
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
私
大
で
は
、

若
手
研
究
者
の
育
成
の
た
め
に
、
大
学
教
員
又
は
研
究
者
へ
の
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
と
し
て
、
任
期
付
き
の
Ｔ
Ａ
、
Ｒ
Ａ
、
助
手
又
は
助
教
な
ど
の

制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
し
か
し
、
私
大
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
る
者
を
無
期
労
働
契
約
に
転
換
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
無
期
転
換
さ
せ
な
い
よ
う
に
雇
用
期
間
の
上
限
を
五
年
に
設
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
、

若
手
研
究
者
の
能
力
向
上
の
機
会
を
奪
い
、
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
が
中
断
さ
れ
る
と
い
う
事
態
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
私
立
大
学
は
、

限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
多
く
の
科
目
を
開
講
し
、
学
生
に
多
様
な
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
教
育
機
関
と
し
て
の
使
命
で
あ
る
と
認
識
す

る
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
有
期
労
働
契
約
に
基
づ
く
非
常
勤
講
師
の
雇
用
は
、
教
育
内
容
又
は
教
育
方
法
に
対
す
る
学
生
及
び
社
会
の

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
適
切
か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
改
正
労
契
法
に
よ
る
五
年
の
通
算
期
間
後
の
無
期
転
換

は
、
私
大
の
人
事
政
策
に
不
可
欠
な
有
期
雇
用
教
員
の
利
用
の
足
か
せ
に
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
。
清
水
敏
「
労
働
契
約
法
の
特
例
措
置

の
意
義
と
私
立
大
学
の
人
事
政
策
上
の
課
題
」
大
学
時
報
三
五
五
号
（
二
〇
一
四
年
）
八
八
頁
以
下
参
照
。

（
11
）
清
水
・
前
掲（
注
10
）八
八
頁
。

（
12
）http://w

w
w

.m
ext.go.jp/b_m

enu/hakusho/nc/1344854.htm

（
13
）
改
正
法
は
労
働
契
約
の
基
本
で
あ
る
労
契
法
の
一
部
に
つ
い
て
修
正
を
行
う
と
い
う
重
要
な
改
正
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
政
審
の
審
議



二
一
二

を
経
ず
に
議
員
立
法
と
い
う
形
で
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
改
正
法
の
手
続
き
上
の
問
題
も
看
過
し
え
な
い
。「
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進

等
に
よ
る
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
等
に
関
す
る
法
律
及
び
大
学
の
教
員
等
の
任
期
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
」
は
、
政
府
及
び
関
係
者
に
対
し
て
、「
雇
用
労
働
政
策
の
決
定
や
法
律
の
制
定
改
廃
は
、
労
働
政
策
審
議
会

の
議
を
経
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
原
則
を
変
更
し
な
い
こ
と
」
を
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

（
14
）
総
合
科
学
技
術
会
議
有
識
者
議
員
「
労
働
契
約
法
の
改
正
案
に
つ
い
て
」（
平
成
二
四
年
五
月
三
一
日
）。

（
15
）
榎
木
英
介
「
改
正
研
究
開
発
強
化
法
及
び
任
期
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
意
見
」（
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
九
日
）。

（
16
）
清
水
・
前
掲
論
文（
注
10
）九
〇
頁
。

（
17
）
清
水
・
前
掲
論
文（
注
10
）八
九
頁
以
下
。

（
18
）
任
期
法
は
、
大
学
等
に
お
い
て
多
様
な
知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
教
員
等
相
互
の
学
問
的
交
流
が
不
断
に
行
わ
れ
る
状
況
を
創
出
す
る
こ
と
が

大
学
等
に
お
け
る
教
育
研
究
の
活
性
化
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
任
期
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
そ
の
他
教
員
等
の
任
期

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
大
学
等
へ
の
多
様
な
人
材
の
受
入
れ
を
図
り
、
も
っ
て
大
学
等
に
お
け
る
教
育
研
究
の
進
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
（
任
期
法
一
条
）。

（
19
）
文
部
科
学
省
の
第
五
九
回
人
材
委
員
会
（
平
成
二
五
年
三
月
二
七
日
）
で
配
布
さ
れ
た
「
改
正
労
働
契
約
法
に
関
す
る
国
立
大
学
法
人
等
か
ら

の
質
問
（
第
一
稿
＋
第
二
稿
溶
け
込
みver
）」（
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
労
働
条
件
政
策
課
・
監
督
課
監
修
）
に
は
、
改
正
労
契
法
と
任
期
法

の
関
係
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
任
期
法
の
適
用
を
受
け
る
大
学
の
教
員
等
に
つ
い
て
も
、
改
正
労
働
契
約
法
一
八
条
の
適
用
を

受
け
る
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
大
学
の
教
員
等
の
任
期
に
関
す
る
法
律
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
導
入
当
初
は
、
国
立
大
学
・
公
立
大

学
に
つ
い
て
は
、
定
年
ま
で
の
継
続
雇
用
を
原
則
と
す
る
公
務
員
法
制
の
例
外
を
設
け
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
私
立
大
学
に
つ
い
て
は
、「
第
四
条

第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
労
働
契
約
に
お
い
て
任
期
を
定
め
る
こ
と
の
合
理
性
が
あ
る
こ
と
を
法
律
上
明
確
に
し
た
も

の
」
と
し
て
、労
働
法
制
に
対
す
る
特
例
法
で
は
な
く
、任
期
を
定
め
て
教
員
を
雇
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
的
に
規
定
し
た
に
留
ま
る
も
の
で
あ
る
。

法
人
化
に
伴
っ
て
、
国
立
大
学
法
人
・
公
立
大
学
法
人
と
大
学
の
教
員
と
の
間
の
関
係
は
、
任
用
で
は
な
く
労
働
契
約
で
あ
る
と
整
理
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
労
働
契
約
法
の
規
定
は
適
用
さ
れ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

（
20
）
清
水
・
前
掲
論
文（
注
10
）九
〇
頁
。

（
21
）
一
九
九
六
年
一
〇
月
二
九
日
の
大
学
審
議
会
に
よ
る
「
大
学
教
員
の
任
期
制
に
つ
い
て
」
は
、
教
授
か
ら
助
手
ま
で
の
職
全
て
に
任
期
付
き
任



二
一
三

近
時
の
有
期
労
働
契
約
法
制
に
対
す
る
批
判
的
検
討
（
川
田
）

用
を
可
能
と
し
、
い
ず
れ
に
導
入
す
べ
き
か
を
各
大
学
の
判
断
に
委
ね
て
い
た
。
こ
こ
で
は
特
に
若
手
教
員
の
育
成
の
観
点
か
ら
助
手
へ
の
任
期

制
の
導
入
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
制
定
さ
れ
た
任
期
法
で
は
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
対
象
範
囲
が
限
定
列
挙
さ

れ
た
。
任
期
法
の
適
用
対
象
範
囲
を
限
定
し
た
の
は
、
同
法
の
目
的
達
成
の
た
め
に
は
、
大
学
教
員
す
べ
て
に
同
法
を
適
用
す
る
必
要
は
な
い
（
適

用
す
べ
き
で
は
な
い
）
と
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
22
）
「
時
の
法
令
」
一
五
五
三
号
（
一
九
九
七
年
）
六
三
頁
以
下
。

（
23
）
西
谷
敏
「
全
面
的
な
規
制
緩
和
攻
勢
と
労
働
法
の
危
機
」
労
旬
一
八
〇
七
号
（
二
〇
一
四
年
）
七
頁
以
下
参
照
。

（
24
）
た
だ
し
、
最
終
的
に
厚
労
省
の
抵
抗
も
あ
り
、
雇
用
特
区
項
目
か
ら
雇
用
は
は
ず
さ
れ
た
。

（
25
）
こ
こ
で
は
、「
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
六
日
に
本
部
会
で
出
さ
れ
た
改
正
労
働
契
約
法
の
建
議
の
中
に
、
実
は
ま
だ
検
討
さ
れ
て
い
な
い
検
討
事

項
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
五
年
の
無
期
転
換
の
制
度
の
運
用
に
あ
た
り
、
利
用
可
能
期
間
到
達
前
の
雇
止
め
の
抑
制
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

労
使
を
含
め
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
十
分
な
検
討
が
ま
だ
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
非
常
に
短

期
間
で
の
部
会
設
置
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
特
別
部
会
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
五
年
の
直
前
で
の
雇
い
止
め
の
防
止
策
を
ど
う
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
ぜ
ひ
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

（
26
）
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
一
月
三
一
日
「
第
二
回
高
年
齢
者
有
期
雇
用
特
別
部
会
」、
二
月
三
日
「
第
三
回
高
年
齢
者
有
期
雇
用
特
別
部
会
」、

二
月
一
四
日
「
第
四
回
高
年
齢
者
有
期
雇
用
特
別
部
会
」、
二
月
二
〇
日
「
第
五
回
高
年
齢
者
有
期
雇
用
特
別
部
会
」。

（
27
）
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
一
条
。

（
28
）
「
特
殊
関
係
事
業
主
」
と
は
、
当
該
事
業
の
経
営
を
実
質
的
に
支
配
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
関
係
に
あ
る
事
業
主
そ
の
他
の
当
該
事
業
主
と
特

殊
の
関
係
に
あ
る
事
業
主
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
主
（
一
定
の
要
件
〔
議
決
権
所
有
割
合
〕）
を
満
た
す
親
会
社
、
子
会
社
、
関
連

会
社
等
で
あ
る
。

（
29
）
一
二
月
二
五
日
「
第
一
回
有
期
雇
用
特
別
部
会
議
事
録
」。

（
30
）
審
議
会
に
お
い
て
、
使
用
者
代
表
委
員
か
ら
、
特
例
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
改
正
法
の
趣
旨
を
逸
脱
し
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
高

齢
者
や
企
業
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
適
用
除
外
の
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
、
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
発
言
を
皮

切
り
に
、
高
齢
者
の
適
用
除
外
に
つ
い
て
の
議
論
が
始
ま
っ
た
。
使
用
者
代
表
委
員
は
、
六
〇
歳
以
降
の
高
齢
者
の
雇
用
形
態
の
大
半
が
有
期
契

約
で
あ
る
こ
と
や
、
長
期
雇
用
か
ら
外
れ
た
高
齢
者
に
つ
い
て
、
雇
用
の
安
定
を
図
る
と
い
う
労
契
法
一
八
条
の
保
護
の
必
要
性
は
一
般
の
労
働



二
一
四

者
よ
り
小
さ
く
、
逆
に
一
八
条
を
適
用
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
雇
用
機
会
を
失
わ
せ
る
、
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
労
契
法
一
八
条
の
趣
旨
は
、
雇
用

の
安
定
だ
け
で
は
な
く
、
有
期
契
約
の
濫
用
的
利
用
の
抑
制
も
あ
る
と
こ
ろ
、
高
齢
者
の
実
態
を
み
る
と
、
定
年
後
の
労
働
者
は
健
康
状
態
に
伴

う
形
で
能
力
の
発
揮
度
合
い
に
個
人
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
有
期
契
約
で
更
新
を
重
ね
て
い
く
と
い
う
実
態
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
有
期

契
約
を
濫
用
的
に
利
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
高
齢
者
の
方
々
を
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
で
あ
っ
て
、
高
齢
者
を
適
用
除

外
し
て
も
一
八
条
の
趣
旨
を
損
な
わ
な
い
と
主
張
し
た
。

（
31
）
こ
れ
に
対
し
て
、
労
働
者
代
表
委
員
は
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
例
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
雇
用
の
安
定
を
図
る
と
い
う
改
正
労
契
法
第
一
八

条
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
や
、
定
年
後
の
継
続
雇
用
の
高
齢
者
に
つ
い
て
は
国
家
戦
略
特
区
法
附
則
第
二
条
の
要
請
と
は
基
本
的
に
無
関
係
で
あ

る
か
ら
、
特
例
の
対
象
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
反
対
を
表
明
し
て
い
た
。
ま
た
、
使
用
者
代
表
委
員
の
発
言
（
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
有
期
労

働
契
約
の
反
復
更
新
に
よ
る
雇
止
め
の
お
そ
れ
が
少
な
い
）
に
対
し
て
は
、
現
実
的
に
は
多
く
の
場
合
、
一
年
の
有
期
契
約
の
反
復
更
新
と
い
う

形
で
六
五
歳
ま
で
雇
用
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
更
新
時
に
お
け
る
雇
止
め
の
問
題
も
残
っ
て
い
る
と
反
論
し
た
。

（
32
）
本
部
会
長
の
岩
村
教
授
は
、「
使
側
の
ほ
う
か
ら
は
、
高
年
齢
者
の
扱
い
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
欲
し
い
と
い
う
御
要
望
が
あ
り
、
他
方
、
労
働

者
か
ら
は
そ
れ
を
議
論
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
平
成
二
三
年
一
二
月
二
六
日
の
労
働
条
件
分
科
会
の
建
議
で
審
議
事
項
と
な
っ
て
い
る
、
無
期
転
換

権
が
発
生
す
る
前
で
の
雇
い
止
め
の
抑
制
策
の
検
討
を
す
べ
き
だ
と
い
う
御
意
見
が
あ
っ
た
」
と
し
た
う
え
で
、こ
の
審
議
会
は
三
つ
の
論
点
（
①

国
家
戦
略
特
区
法
附
則
第
二
条
に
基
づ
く
特
例
、
②
高
齢
者
の
問
題
、
③
雇
止
め
の
抑
制
）
を
検
討
す
る
と
し
た
（
一
二
月
二
五
日
の
議
事
録
）。

た
し
か
に
、
①
は
法
に
基
づ
い
て
授
権
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
③
は
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
六
日
の
労
政
審
で
出
さ
れ
た
改
正
労
契
法
の
建
議

の
中
で
ま
だ
検
討
さ
れ
て
い
な
い
検
討
事
項
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
は
こ
の
特
別
部
会
で
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
②
の
論
点
は
、
国

家
戦
略
法
附
則
第
二
条
の
目
的
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
審
議
会
は
②
の
論
点
の
検
討
を
授
権
さ
れ
て
い
な
い
。
第
一
回
有
期
雇
用
特
別
部
会
で
意

見
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
強
行
に
反
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。
部
会
長
は
、「
他
方
、
労
働
側
か
ら
そ
れ
（
②
の
論
点
）
を
議

論
す
る
の
で
あ
れ
ば
…
」
と
述
べ
て
論
点
を
三
つ
に
ま
と
め
て
し
ま
っ
た
が
、
労
働
者
代
表
委
員
は
、
③
の
論
点
と
バ
ー
タ
ー
で
検
討
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
論
点
整
理
に
疑
問
を
感
じ
る
。

（
33
）
厚
生
労
働
省
「
高
年
齢
者
雇
用
状
況
報
告
」（
平
成
二
六
年
）。

（
34
）
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
「
高
年
齢
社
員
や
有
期
契
約
社
員
の
法
改
正
後
の
活
用
状
況
に
関
す
る
調
査
」（
平
成
二
五
年
）。

（
本
学
法
学
部
准
教
授
）


